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企業文化醸成の新チャネル
NECの「オフィスサイネージ」

［特集］

優れた操作性と高い提案力で戦略的運用をサポート



「総務部はオフィスの改善情報や利
用に関するお知らせを中心に、イベン
ト情報、毎日のランチメニュー、カ
フェ、Bar情報も発信しています。カ
フェテリア関連の情報更新は運営を委
託している業者が直接行えるなど、権
限管理に柔軟性があるNECのシステ
ムは非常にありがたいです」（総務部　
櫻井 信太郎さん）
「デジタル・ICT推進部のコンテン
ツはIT関連の各種セミナーのお知ら
せや情報セキュリティに関する啓発な
どで、月単位で更新することが多いで
すね。他部署から、アニメーションを
効果的に使った視認性の高いコンテン
ツを作ってほしいと依頼されるケース
も増えています」（デジタル・ICT推
進部　本嶋 武朗さん）
各部署からメールで届く依頼の内容
がオフィスサイネージによる発信の目
的に適しているかどうかは、広報部で
毎回、精査する。配信データも「伝わ
りやすさ」を重視し、共通フォーマッ
トを徹底しているという。
「たとえばフォントや文字量は統一
しています。データは各部が自分で作
ることもありますが、伝えたい情報を
絞ったり、アレンジしたりが難しいよ
うならこちらに任せてもらいます」
（井上さん）

戦略的な運用管理で最大限に活用する

組織の一体感を高め、企業文化を醸成するアイテムとして、デジタルサイネージをオフィスに導入する企業が増えている。
しかしうまく活用するためには、導入後の運用方法をあらかじめデザインすることが必要だ。
導入から3年が過ぎ、従業員の行動変容につながったという出光興産株式会社に運用方法や成果を取材した。

企業文化醸成の新チャネル
「オフィスサイネージ」の可能性

社内向けチャネルとして
広報部が一元管理

出光興産株式会社は2020年、本社
移転を機にオフィス環境や働き方を刷
新した。新オフィスをデザインしたプ
ロジェクトチームは、フリーアドレス
やABWを実現する什器など働き方の
多様性に応じた数々の施策を導入した
が、その中にはデジタルサイネージが
含まれていた。同社が採用したのは
NECの「オフィスサイネージ」だ。
導入に際してはNECの担当者ととも
に、目的の明確化、最も効果を見込め
る設置場所の割り出し、視認性の高い
コンテンツのポイント周知などを行っ

た。出光興産の場合、デジタルサイ
ネージ導入の最大の目的は社内コミュ
ニケーションの強化だ。
「経営トップの言葉から毎日のラン
チメニューまで、社内に向けた発信場
所を一つにまとめたかったのです。そ
こで、共有スペースではオフィスサイ
ネージ以外の掲示物を禁止にしまし
た」（広報部　井上 達さん）
同社のオフィスサイネージは、複数
コンテンツで構成される計5～ 6分の
プログラムを、朝7時から夜9時まで
繰り返し流す。コンテンツは総務部と
デジタル・ICT推進部がそれぞれ3本
ずつ担当するほか、他部署からの依頼
を広報部が取りまとめて配信している。
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オフィスサイネージは直感的な操作
で作ったデータを速やかに配信でき、
掲載期間やリリース時間予約の管理も
簡単だと、評価は高い。
「総務としてBCPには重きを置いて
いるのですが、オフィスサイネージは
いざというとき、緊急画面に一斉に切
り替えることができます。これは
BCP対応として非常に有効で、導入
の決め手になりました」（櫻井さん）
「オフィスサイネージはTeamsやメー
ルのようにわざわざ見に行かなくても、
自然に目に入ります。視認性を高める
ためには動線や目線の高さなどを計算
する必要がありますが、導入時にNEC
とかなり詰めたおかげで、設置の成果
が出ていると感じます」（本嶋さん）
各部から「こんな告知をしたい」と
いう積極的な声が上がるようになり、
コンテンツも「見てもらう」ことを意識
して洗練されていった。その結果、社
内イベントの応募が増えたり社内サイ
トへのアクセスが伸びたりという効果
があったという。今や新年の社長あい
さつに始まり、年間を通じた社内コミュ
ニケーションの基幹チャネルとして、
完全にオフィスの風景に定着している。

社内の行動変容を促すには
導入後の運用が重要に

NECは、オフィスサイネージを戦
略的に利用することにより、経営ビ
ジョンの浸透やコミュニケーション活
性化を促進し、企業風土改革を実現で
きると考えている。出光興産の事例は
理想的だ。
「大切なのは、導入後の運用方法を
あらかじめデザインすることです。社
内では複数の部門がデジタルサイネー
ジの運用にかかわるケースが多いです
が、出光興産さんの場合は導入検討段
階から活発にアイデアが出ていて、最
終的に広報部が窓口となって情報を一
元管理することになりました。テレビ
のような感覚で漫然とコンテンツを流
していても、オフィスサイネージの効
果は期待できません。出光興産さんは
訴求力のあるテンプレートを作成する
など運用にかかわるルール作りを工夫
していて、従業員の行動変容を促す
チャネルとして機能させている点が、
すばらしいと思います」（NEC　松坂 
和良さん）
コロナ禍を経て、オフィスは、共創

の場として活用されるようになった。
フリーアドレス化も進み、人がフロア
内を回遊する傾向が高まっている。そ
うしたオフィスとデジタルサイネージ

は、非常に親和性が高い。しかしそれ
も、戦略的に活用してこそ意味がある。
「だからこそ価格や機能だけでなく
どのように活用していくのか、サポー
ト体制も含めて採用を決めていただき
たいし、われわれも運用設計（ルール
作り）まで含めた提案に注力するのは
そのためです」（NEC　松坂さん）
出光興産では本社以外の拠点にもオ
フィスサイネージを導入し、情報共有
でグループの一体感を高める展開を視
野に入れている。そこでもNECの知見
が反映されるだろう。多様な働き方に
対応するオフィスづくりの要としてオ
フィスサイネージへの期待値は高い。

出光興産株式会社のオフィス内。「オフィスサイネージ」は、多重化
された情報が大画面で流れるので伝わりやすい。今後は各拠点とも
つなぎ、コミュニケーションツールの新しい局面を模索するという
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